
~ 1 ~ 
 

三沢市国民健康保険運営協議会 議事録（概要） 

 

１．日 時：平成２８年８月２３日（火）午後１時３０分から 

 

２．場 所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出席者 

【委 員】（１２名） 

公 益 代 表：山 本 弥 一、春 日 洋 子、瀬 崎 雅 弘、田 嶋 孝 安 

保険医薬剤師代表：中 山 宏 祥、小 西 史 人、澤 上 大 樹 

被用者保険等代表：豊 川   敦 

被 保 険 者 代 表：鷹 架 良 子、坂 本 幸 子、立 花   肇、畑 山 陽 子 

 

【事務局】（７名） 

市民生活部長：繫   範 雄 

国保年金課長：髙 橋 次 郎  副参事兼課長補佐：成 田 薫 子 

保険税係長：石 井 美代子  国 保 係 長：柳 川 哲 彦 

国保係主査：浪 岡 美 紀 

 

４．議 事 

司 会：  それでは、定刻となりましたので、ただ今より「三沢市国民健康保険運営協議会」を開

催いたします。 

初めに、定足数についてご報告いたします。 

本日は、「樋口委員」から、欠席との報告を受けておりますので、本日の出席委員数は、 

１２名です。 

定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立することをご報告いたします。 

 

司 会：  「山本会長」よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会 長：  （山本会長挨拶） 

 

司 会：  ありがとうございました。 

 

  それでは、これより「議題」に入りますが、議長は、協議会規則第３条により、会長が 

務めることと定められておりますので、会議の進行をお願いいたします。 

 

議 長：  まず、本日の議事録署名人２名を決めたいと思いますが、私から指名してよろしいでし

ょうか。 

 

     「異議なし」 との声あり 
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議 長：  「異議なし」と言う事でありますので、それでは、「中山委員」と「坂本委員」の両名を 

議事録署名人といたします。よろしくお願いします。 

それでは、早速ではございますが、次第に従いまして進めてまいります。 

初めに、議題１「平成２７年度 三沢市国民健康保険特別会計決算（見込み）について」

であります。事務局の説明を願います。 

 

事務局：   （配布資料に基づき説明） 

 

議  長：  ただ今、事務局より説明がありましたが、ご意見、質問のある方は、挙手をお願いし 

      ます。 

 

瀬崎委員：  確認させてください。３ページの歳入のところの国民健康保険税、昨年度の決算が９ 

      億１０７９万３０円、今年度が８億７１９８万７８１６円で、先ほどの説明で、調定額 

      の減収により減ったというような説明があったが、元々この予算額というのは収納率何 

      ％で考えて予算計上しているのか。 

 

議  長：  はい答弁願います。 

 

事 務 局：  予算編成をするときは、前年度が大体８５％くらいでしたので、８６％で計算して積

算しております。先ほど事務局から説明がありましたように、調定額そのものは減った

ということでございますが、まず、被保険者の減ということが１つございます。 

また、昨年度から年金ネットというものを利用いたしまして、年金の情報を得れば会社

から年金の保険料を払っている場合、その方は社保の可能性がございます。その社保の方

が国保の情報と合わせて国保に加入されたまままだ手続きをされていないのではと思わ

れる場合、まだ手続きがされていないのではありませんかというお手紙を積極的に出して、

被保険者の適正化を図っております。 

その結果、昨年度は国保離脱、社保加入の率が毎年より多かったということで、調定額

も予想よりも減ってしまったという要因もあります。以上であります。 

 

瀬崎委員：  理解できました。もう１点ですけれども、同じページの負担金の件ですけれども、２ 

      番の特定健診の負担金一部千円ということで、結果的には１４０万円ということは１， 

      ４００名が払ったということなのか。特定健診を受けた人は１，６２８人ですので、こ 

      このところはどうゆう風になっておるのか教えてください。 

 

事 務 局：  特定健診の自己負担は１，０００円をいただいているところですが、年度末年齢で７ 

      ５歳になられる方は、後期高齢方の健康診査は無料で受けられることになっております 

      ので、年度末年齢で７５歳になられる方からは一部負担金をいただいておりませんので、 

      実質、年度末年齢７５歳になられるまでの方が１，４００人受けられたということにな 

      ります。 

 

瀬崎委員：  １１ページの特定健診の受診者１，６２８名なんですよ。今の説明では７５歳以上と 

      いうのは入っていないと思うんですけれども。 
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事 務 局：  受診されたときに７４歳で、年度末年齢で７５歳になられる方については、自己負担 

      は０円ということで対応しております。 

 

瀬崎委員：  ということは、１，６２８名から１，４００名を引いた２２８名の方が無料だという 

      ことでよろしいですか？ 

 

事 務 局：  はい、今おっしゃったとおりでございます。 

 

議  長：  そのほかありませんか？ 

 

春日委員：  ５ページですが、貸付金元利収入の中で出産費資金貸付金元金収入とありますが、こ 

れは貸付制度なのでしょうか。 

 

事 務 局 ：  出産費資金貸付金という制度ですが、出産された国保の被保険者の方には、４２万円

を支給しております。そのうちの８割に当たる部分を貸し付けるという制度になります。

出産費は保険適応外になりますので、一時的にご負担が大きくなる。病院に一気に支払

うのが厳しい方について、申請をしていただければ、こちらから支払う内の一時金の８

割を貸し付けてそれを病院に支払うという制度が元々の制度でございます。 

       ただ、現状としてこの制度とは別に、直接支払制度と言いまして、医療機関と出産さ 

      れる方との間で同意書を結びまして、直接こちらから支給する４２万円をそれに当てま 

      すよという別の制度がございまして、そちらが今主流となっております。 

       ただ制度としてこの貸付制度がまだ現状残っている関係上、このように予算計上され 

      ているという状況になっております。 

 

春日委員：  これ、実際には利用していないということですか。 

 

事 務 局 ：  はい、現状といたしまして、ここ数年利用される方はいらっしゃいません。 

 

春日委員：  はいわかりました。そうしますと、参考にお聞きしたいんですけれども、医療機関に 

      おきましてですね、その医療機関によっては退院時に出産費用を支払っていただかなけ 

      ればならない病院と、またそうでなない今のような病院があるのかなと思いながら聞い 

      ていたんですが、三沢市立病院近隣の病院、個人の助産院等がありうかと思いますが、 

      退院時に是が非でも支払いをしていただかなければならないという医療機関がどのくら 

      いあるのか把握しているのでしょうか。 

 

事 務 局 ：  今までの実績から申し上げますと、大体の医療機関では直接支払制度をご利用してい 

      ただいて、退院される際には４２万円を超える分だけを病院にお支払いいただくという 

      ケースが大半です。一部、基地内で出産される方は日本の制度が適応になりませんの      

で、そういった方は４０万４千円を一部負担金としてこちらから支給して医療費は病院 

      に支払ってくださいという形にはなっております。国内の医療機関では今のところはな 

      く、退院されるときに未払いのままこちらに申請というケースは今はありません。 
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春日委員：  そうしますと、苦慮している状況はさほどないということでしょうか。 

 

事 務 局 ：  直接支払いという制度のほうが医療機関に浸透しておりますので、どうしても、一時

的にご負担が難しければ積極的にその説明をして同意をしていただいた上で負担の軽

減がされているか思います。 

 

瀬崎委員：  １２ページの７番の療養費の状況で、平成２３年度から平成２７年度まで記載されて 

      いますが、年々受診者の数が減っている、受診した日数も減っている状況にも関わらず、 

      一人当たりの費用、１件当たりの費用が増加しているのは、医療費そのものが上が      

ったのかというところの原因はわかりますか。 

 

事 務 局 ：  すべてのレセプトを調べたというわけではございませんが、新聞等を見ますと高額医

療、一人当たりに係る医療費が全国的に増えてきたということです。 

また、県内の国保担当等と情報を交換しているところによりますと、その中でも調剤

費・薬の代金が上がってきているという傾向があることを共通認識しているところであ

ります。市といたしてはジェネリックとして安い薬を勧めているということがございま

すけれども、今般、例えばがん治療等で高い新薬が保険に該当されてきたという例もご

ざいますので、調剤費が各市町村でも増加していて三沢もそれに倣っているという状況

であると思われます。いずれにしても一人当たり医療費が年々増えてきている傾向にあ

ると思っております。 

 

瀬崎委員：  市としましてはジェネリックの安い薬の利用を勧めていかないと益々医療費が上がっ

ていきますので利用を進めていただきたいと思います。これは要望です。 

 

春日委員：  関連ですけれども、数年目から県が行っている医療費通知サービスを導入したという       

経緯がございますが、それは現在でも継続して行っているのでしょうか。 

 

事 務 局 ：  医療費通知につきましては、既に国保連さんの方に委託しておりまして、２６年度ま 

では半年に一回、年２回通知を出していました。２７年度より４か月に一回、年３回通 

知するようにしております。 

 

春日委員：  ジェネリック薬品の利用は進んでいくと思いますけれども、先日ジェネリック薬品の 

      シールをみて、とてもいいなと思いまして、国保でも保険証に張るようなシールがあっ 

たかどうか確認させてください。 

 

事 務 局 ：  三沢市では２５年度までは、ジェネリック希望のカード、保険証と同じ位の大きさの 

      ものを保険証の更新時に同封しておりましたが、２６年度から今おっしゃられたシール 

      に切り替えて、９月に保険証の更新がありますがそのシールを同封しております。 

      在庫もございますので、ご希望の方がいらっしゃれば窓口でお渡しすることができます。 

 

議  長：  そのほかございませんか。 
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       それでは、無いようですので、質疑・討論を終結します。直ちに採決します。 

       「平成２７年度三沢市国民健康保険特別会計決算（見込み）について」は、承認する 

      ことにご異議ございませんか。 

 

【 「異議なし」という声あり 】 

 

議  長：  「異議なし」と言うことでありますので、「平成２７年度三沢市国民健康保険特別会 

計決算（見込み）について」は、承認することといたします。 

 

 

議  長：  次に、議題２「三沢市国民健康保険税条例の一部改正」についてを議題といたします。 

       事務局の説明を願います。 

 

事 務 局：  （事務局より説明） 

 

議  長：  ただいま、「三沢市国民健康保険税条例の一部改正」について質疑、討論あわせて行い 

      ます。 

 

瀬崎委員：  よくわかりましたけれども、ちなみに三沢市にはこれに該当する方はおられますか。 

 

事 務 局：  台湾の方につきましては、今のところ該当はございません。台湾の方としては、社保

の方が多いと思いますので、国保の該当の方は今のところおりません。 

       以上でございます。 

 

議  長：  その他、ございませんか。 

       それでは、無いようですので、質疑・討論を終結します。直ちに採決します。 

       「三沢市国民健康保険税条例の一部改正」については、承認することにご異議ござい 

      ませんか。 

 

 【 「異議なし」という声あり 】 

 

議  長：  次に、議題３「国保事業優良都市視察研修について」、事務局の説明を願います。 

 

事 務 局 ：  （事務局より説明） 

 

議  長：   ただ今、事務局より説明がありましたが、ご質問がありましたらご発言ください。 

        いいですか。 

        実は事務局の方からも我々も一任を受けて、日程すべて決まってから、毎年１回の 

       市議会議員の研修会が入ったんですけれども、相手もあることですからこの日程で進 

       行させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

     詳しい日程表等は後で皆さんに送っていただきたいと思います。 
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        あと、他に何か聞きたい点等ありませんか。 

 

     【 「ありません」という声あり 】 

 

議  長：   それではなにか委員のみなさんからございませんか。 

        事務局の方から、何かありませんか。 

 

事 務 局 ：   ありません。  

 

議  長：   それでは、今回の議案はすべて終了しました。皆さんの活発な発言、心から感謝申 

し上げ議長職を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

 

司  会：    以上をもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

        皆様、大変お疲れ様でした。 

 

 

平成２８年８月２３日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

 

              三沢市国民健康保険運営協議会議長  山 本 彌 一 

      

              議事録署名者   中 山 宏 祥 

 

              議事録署名者   坂 本 幸 子 

 

 


